

















































































































































































































































大の力を注ぐことになる｡ここに,山田孝雄,時枝誠記,渡辺 実 と続 く
r日本文法学派｣と言ってもよいような,日本文法研究史の一つのメイン･




























































































































3) 読み方は,佐藤喜代治編 『国語学研究事典』の ｢古事類苑｣の項目での読み
方に従う｡
4) 1991年2月3日にくろしお出版から刊行されたO
寺村秀夫の日本語文法研究への誘い 23
付記 以上の文章は,1990年5月12日の 『寺村秀夫先生を偲ぶ会』で,｢寺利秀
夫先生の学問｣という題で話したものである｡なるだけの対象化と其の意味での敬
愛の情を込めるため,全編敬称なしで話した｡
(文学部日本学科助教授)
